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わたしたちは

　　様々な社会課題を見つめています

教 育 ・ 若 者 の 就 労 支 援

育 児 ・ 女 性 の 活 躍

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ



社会を変える起業家
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上記はJVPFの支援先団体です。

小学校の放課後改革を起こす
https://npoafterschool.org

日本の伝統を次世代につなぐ
https://a-eru.co.jp/

http://www.wanpaku.org
一人ひとりのためのオーダメイド療育

http://teachforjapan.org
フェロー派遣で教育の質を上げる

http://www.asmama.co.jp
ママの子育てを IT で変える



社会起業家が生み出すイノベーションの種を大きく育てる
ためには前例の無い挑戦を中長期で支えていく支援が必要
です。社会的インパクト投資は革新的な社会課題解決モデル
を成長させる社会にとってのリスクキャピタルです。

日本ベンチャーフィランソロピー基金とは、資金提供と経営サポートを通じて社会
的事業の成長を促す国内初の本格的なベンチャーフィランソロピー基金です。ソー
シャルインベストメントパートナーズ（SIP）と日本財団が共同で運営しています。

社会的インパクト投資

SOCIAL
IMPACT

JVPF

中長期の資金提供＋
ビジネススキルを活かした経営サポート
=社会的事業の持続的な成長

社
会
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の
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ラ
イ
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財務
支援

ハンズオン
支援

インパクト

3-5year
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ds-
on

1year



基金の構造

FUND
STRUCTURE

出資・支援先選定から戦略策定と実行まで、日
本財団とSIP共同でファンド運営を行い、多彩な
プロフェッショナルからなるプロボノパート
ナーによるハンズオン支援で社会起業家のイン
パクトを最大化するシステムを構築しています。

※ベイン・アンド・カンパニー
　クリフォードチャンス法律事務所
　ボックス・グローバルジャパン

支 援 先

助成・
投融資 経営支援プロボノ

パートナー

寄付金

寄 付 者

社
会
的
事
業
の

持
続
的
成
長
を
日
本
で
初
め
て
挑
戦

インパクト志向 :
事業の社会的な「成果」にこだわる

伴走支援 :
起業家を孤独にしない経営支援

※
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事業計画づくり
社会問題から事業領域を設定、
不足する経営資源を特定し、
中長期の事業計画を出資・
支援先とともに策定します。

経営サポート
マーケティング、PR戦略、人事、
事業管理体制、経営陣のコーチ
ング等のハンズオン支援。

ガバナンス
理事として出資・支援先の経営
に参加するなど緊密に連携、
複数年に亘るモニタリングを

行います。

支援プログラム

SUPPORT
PROGRAM インパクトの

最大化

資金提供
助成・融資・投資等を組み合
わせ、資金提供を行うととも
に、持続的な資金調達のしく
みの構築をサポートします。

インパクト評価

出資・支援先の生み出す
社会的インパクトを可視化し、

報告します。



JVPF へのご寄付は、日本財団内に設置された基金への寄付
となるため、寄付者の方々は所得税・法人税など税制上の
優遇措置を受けることが出来ます。

寄付のお願い

FOR DONOR

100 100

200

40

日本財団 寄付者

税控除

皆さまからの善意の寄付は必ずや社会的インパクトとなって社会に還元されます。
是非ご寄付を検討頂ければ幸いです。
詳しくはJVPFホームページを御覧ください。http://www.jvpf.jp/

課題解決・社会変革

同
額
マ
�
チ
ン
グ
と
優
遇
措
置
で
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
生
む
シ
ス
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ム

実質寄付金



日本ベンチャー・フィランソロピー基金

Japan Venture Philanthropy Fund

E-Mail：jvpf@ps.nippon-foundation.or.jp

寄付をご検討の方はこちらにご連絡下さい

http://www.jvpf.jp

TEL：03 - 6229 - 2622（担当：工藤）

ご支援者様イメージ

DONOR’S STORY

退職を機に退職金の

一部で 300 万円を寄付しました。

経営する企業の社会貢献として

毎年 100 万円を寄付しています。

遺贈先の一つとして

1,000 万円を寄付することにしました。


